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二
〇
一
二
年
末
の
総
選
挙
で

国
政
に
押
し
上
げ
て
い
た
だ
い

て
か
ら
二
年
半
、
昨
年
十
二
月

の
総
選
挙
を
挟
ん
で
五
回
に
わ

た
る
国
会
を
走
り
抜
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
原
子
力
問
題
調
査

特
別
委
、
安
全
保
障
委
、
災
害

対
策
特
別
委
の
各
委
員
会
で
理

事
を
拝
命
す
る
と
と
と
も
に
、

厚
生
労
働
委
や
国
土
交
通
委
と

い
っ
た
重
要
な
委
員
会
で
の
審

査
を
担
当
し
、
結
果
と
し
て
、

質
問
時
間
で
衆
議
院
議
員
ト
ッ

プ
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

僅
か
当
選
二
回
で
は
あ
り
ま

す
が
、
経
産
省
で
の
行
政
経
験

も
ご
評
価
い
た
だ
き
、
党
の
政

務
調
査
会
副
会
長
と
し
て
、
議

　

い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
に
つ

い
て
は
、
五
月
の
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
西
州

の
州
都
と
し
て
大
阪
を
再
生
・

活
性
化
さ
せ
て
い
く
考
え
に
何

ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

阪
府
市
の
二
元
・
二
重
行
政
を

是
正
し
つ
つ
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
や
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
誘

致
に
も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

十
一
月
二
十
二
日
に
は
大
阪

府
市
の
ト
ッ
プ
を
選
ぶ
大
阪
ダ

ブ
ル
選
挙
が
控
え
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
先
立
つ
十
一
月
一

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
維
新
の

党
の
代
表
選
挙
（
党
員
も
地
方

議
員
も
国
会
議
員
も
同
じ
一

票
）
を
通
じ
て
、
維
新
ら
し
い

　

安
倍
政
権
の
政
策
に
対
し
て

は
是
々
非
々
で
対
応
し
て
き
て

お
り
、
例
え
ば
景
気
対
策
に
つ

い
て
は
政
権
に
全
面
的
に
協
力

し
て
き
ま
し
た
。

　

六
月
の
衆
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
は
、
安
倍
総
理
大
臣
を
前

に
質
問
に
立
ち
、
日
程
闘
争
に

明
け
暮
れ
、
対
案
も
出
さ
ず
に

審
議
拒
否
を
続
け
る
民
主
党
議

員
ら
を
「
反
対
の
た
め
の
反

対
」
「
五
五
年
体
制
の
亡
霊
」

と
切
っ
て
捨
て
た
こ
と
に
対
し

て
は
、
官
邸
は
じ
め
与
野
党
を

こ
え
た
高
い
ご
評
価
を
い
た
だ

き
、
各
種
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
維
新
の
会

の
結
党
時
か
ら「
実
質
国
会
」と

党の政調副会長として八面六臂の活躍
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◉昭和４０年１０月１４日大阪生まれ／家族：妻、長男／特技：短歌、水球
◉茨木市立中津小学校卒、東中学校卒、府立茨木高校卒、京都大卒、京都大院修了、米国コロンビア大院修了
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◉茨木高校では水球で国体・インターハイ出場、京大水球チーム主将
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政
権
に
は
是
々
非
々
で
、

民
主
党
と
は
一
線
を
画
す

員
立
法
の
統
括
は
じ
め
広
く
活

動
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
地
元
の
皆
様
の
負
託

に
お
応
え
す
る
た
め
に
も
、
全

力
で
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

銘
打
ち
、
日
程
闘
争
の
よ
う
な

〝
古
い
政
治
〞
で
は
な
く
、
対

案
を
し
っ
か
り
提
出
し
て
論
戦

を
挑
む
〝
新
し
い
政
治
〞
を
提

案
、
実
践
し
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

大
阪
の
再
生
と
活
性
化
、

関
西
州
の
州
都
と
し
て

代
表
を
誕
生
さ
せ
、
国
政
か
ら

も
大
都
市
大
阪
の
発
展
を
全
面

支
援
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

「
大
阪
の
再
生
、
未
来
へ
の

責
任
。
」
を
私
の
政
治
理
念
と

し
て
、
粉
骨
砕
身
が
ん
ば
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松本  利明
まつもと  としあき

大阪府議会議員

上島  一彦
うえしま  かずひこ

大阪府議会議員

尾崎  夏樹
おざき  なつき

弁護士

長谷川  浩
はせがわ  ひろし

茨木市議会議員

滝ノ上  万記
たきのうえ  かずのり

茨木市議会議員

印藤  文雄
いんどう  ふみお

箕面市議会議員

神代  繁近
かみしろ  しげちか

箕面市議会議員

石田  隆史
いしだ  たかし

池田市議会議員

羽田  達也
はだ  たつや

池田市議会議員

冨田  裕樹
とみた  ひろき

池田市議会議員

武智  秀生
たけち  ひでお

箕面市議会議員

尾上  克雅
おのうえ  かつのり

箕面市議会議員

小寺  正人
こでら  まさと

豊能町議会議員

野村  剛志
のむら  たかし

豊能町議会議員

山本  隆俊
やまもと  りゅうしゅん

茨木市議会議員

山崎  明彦
やまさき  あきひこ

茨木市議会議員

大野  ちかこ
おおの  ちかこ

茨木市議会議員

中井  高英
なかい  たかひで

茨木市議会議員

維新の党  大阪府第９選挙区  議員団

維新の党 党員募集中！あなたの１票で、維新の代表を決めよう！

維新の党の結党以来初の代表選挙が、来る11月1日（日）に行われます。
8月末までに党員登録くださった方は、国会議員や地方議員と同じ『一人一票』を投じていただく事が出来ます。
詳しくは、足立やすし事務所（TEL072-623-5834）または上記の議員までお問い合わせ下さい。

足
立
や
す
し

衆
議
院
議
員

国
政
報
告
会

池田市

平成27年8月23日(日) 
13時～15時
池田商工会議所A会議室

箕面市

平成27年8月29日(土) 
13時～15時
グリーンホール1F大会議室

茨木市

平成27年9月12日(土) 
14時～16時
福祉文化会館 302号室

豊能町

平成27年9月26日(土) 
14時～16時
西公民館3F 中会議室

能勢町

平成27年10月3日(土) 
14時～16時
瑞雲山 桂林寺 本堂

足立やすしの熱い想いをお伝えいたします。
ぜひ、お近くの会場におこしいただき、
皆様の声をお聞かせください！

４月の統一地方選挙
で池田市に

新しく3名の同志が
誕生しました！

入場無料

池田駅
サンシティ
池田 阪急宝塚線

池田商工会議所

N

176

N

牧
落
駅

グリーンホール

箕面市役所

43

阪
急
箕
面
線

阪
急
京
都
線

J
R
京
都
線

N

茨木市役所

茨
木
市
駅

茨
木
駅

福祉文化会館

N

西公民館

477

吉川中

町立図書館
豊能町役場

N

瑞雲山 桂林寺
54

能勢町役場

茨
木
市
支
部

支部長
箕
面
市・豊
能
郡
支
部

支部長
池
田
市
支
部

支部長

◆6月12日の対総理質疑は、動画サイトYouTubeにて１ヶ月の間に
10万回再生されました。

◆足立の質疑を取り上げる新聞各紙



　

社
会
保
障
政
策
つ
い
て
は
、

抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

に
は
危
機
感
が
足
り
ま
せ
ん
。

真
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
に
手
を
差
し
の
べ
て
い
く

た
め
に
も
、
最
優
先
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
の
情
報
流
出

問
題
に
つ
い
て
は
、
私
が
生
ま

れ
る
前
に
導
入
さ
れ
た
情
報
シ

ス
テ
ム
を
今
も
使
っ
て
い
る
と

い
っ
た
信
じ
難
い
現
状
を
解
明

し
、
塩
崎
厚
労
大
臣
に
速
や
か

な
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　

政
府
与
党
は
、
社
会
福
祉
法

人
や
医
療
法
人
に
係
る
法
案
も

提
出
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
コ

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
を
背
景
に
、
全
国
四
十
八
基

す
べ
て
の
原
発
が
停
止
し
て
二

年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
八
月

中
旬
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
川

内
原
発
の
再
稼
働
を
皮
切
り
に

全
国
の
原
発
が
順
次
、
再
稼
働

し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
政
府

は
、
法
律
の
附
則
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
原
賠
法
の
見
直
し

さ
え
放
置
し
た
ま
ま
、
再
稼
働

だ
け
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
国
会
議
員
と
し
て
の

初
質
疑
と
な
っ
た
二
年
前
の

N
H
K
テ
レ
ビ
入
り
予
算
委
員

会
の
場
で
、
福
島
の
復
興
と
原

発
政
策
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
と
地
域
、
そ
し
て

　

今
国
会
の
最
大
の
焦
点
で
あ

る
安
全
保
障
法
制
に
つ
い
て

は
、
七
月
十
六
日
に
衆
議
院
本

会
議
で
可
決
、
参
議
院
へ
送
付

さ
れ
ま
し
た
。
衆
議
院
の
優
越

規
定
、
い
わ
ゆ
る
六
〇
日
ル
ー

ル
の
下
に
法
案
の
成
立
が
確
実

と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

諦
め
ず
、
法
案
の
憲
法
適
合
性

を
確
保
す
る
た
め
に
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
す
。

　

維
新
の
党
は
、
中
国
の
海
洋

戦
略
や
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
配
備
と
い
っ
た
安
全
保
障
環

境
の
変
化
に
し
っ
か
り
対
応
し

つ
つ
憲
法
適
合
性
に
も
留
意
し

た
独
自
案
を
衆
議
院
に
提
出

し
、
論
戦
を
挑
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
私
は
、
最
終
日
を
含
め

三
回
に
わ
た
り
質
問
に
立
ち
、

菅
官
房
長
官
、
中
谷
防
衛
大
臣

等
を
追
及
、
政
府
与
党
案
と
維

新
独
自
案
と
の
違
い
を
明
確
化

し
ま
し
た
。
今
国
会
中
に
法
案

修
正
を
実
現
し
、
国
権
の
最
高

機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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最
優
先
で
取
り
組
む
、

安保法制の合憲性、担保する責任は国会に

ミ
等
の
批
判
に
対
応
し
た
、
絆

創
膏
を
貼
る
だ
け
の
弥
縫
策
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
社
会
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
民
間

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
や
介
護

事
業
者
の
競
争
環
境
を
整
備
す

る
た
め
の
抜
本
策
を
提
案
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

今
国
会
に
は
、
地
元
の
大
先

輩
の
遺
志
に
応
え
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
与
野
党
の
志
あ
る
同

僚
と
と
も
に
「
健
康
長
寿
社
会

形
成
基
本
法
案
」
も
提
出
い
た

し
ま
し
た
。
子
ど
も
子
育
て
支

援
新
制
度
の
充
実
等
に
も
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

原
発
再
稼
働
の
条
件
、国
の
責
任
を
明
確
に

地
元
発
の
国
政
課
題
、

解
決
に
は
議
員
立
法
も

電
力
会
社
の
権
限
と
責
任
を
明

確
に
し
た
「
原
発
再
稼
働
責
任

法
案
」
を
立
案
し
、
本
年
三
月

に
骨
子
を
公
表
、
近
々
、
法
律

案
を
衆
議
院
に
提
出
す
る
予
定

　

平
成
二
十
六
年
二
月
に
豊
能

町
で
発
生
し
た
建
設
残
土
の
崩

落
事
件
に
は
、
大
変
な
衝
撃
を

受
け
、
当
日
の
予
算
委
員
会
を

皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
五
回
に

わ
た
り
国
会
で
も
取
り
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
や
豊
能
町
が
新
た
に

制
定
し
た
条
例
も
本
年
七
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

会
審
議
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ

と
は
、
平
成
十
三
年
以
降
全
国

で
二
十
一
件
の
残
土
崩
落
事
案

で
す
。

　

政
治
を
志
し
た
理
由
で
も
あ

る
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
肝

に
銘
じ
て
、
国
政
に
邁
進
し
て

い
く
決
意
で
す
。

年
金
医

子
育
て
支
援

療

～維新案と政府案の比較～

政府案では、広く｢我が国と密接な関係にある他国｣（米国に限らず）が武力攻撃を
受ければ、必ずしも日本に戦火が及ぶ可能性がなくても、「存立危機事態」として集
団的自衛権の行使が可能となるケースがあります。

維新案 政府案

憲法適合性

自衛権行使の要件

海外派兵

グレーゾーン事態

周辺事態

他国領内における国際貢献の正当性

武力行使一体化

防衛出動の承認

武力攻撃危機事態 存立危機事態

できない ホルムズ海峡の機雷掃海

領域警備法 法制上の対応なし

米軍に限定　東アジア 米軍に限定しない　地理的制約なし

国連安保理７章決議に限定 左に限らず国連の関連決議を含む

非戦闘地域に限定

専門委員会で実質審議
し国会承認を厳格化

現に戦闘が行われている現場を除く地域

通常の国会承認手続

維新案は、｢存立危機事態｣と
いうあいまいな要件に基づく
集団的自衛権の行使を認め
ず、自衛隊の海外派兵もすべて
禁止。
自国防衛の徹底を明確化した点
が『合憲』と評価されています。
自衛隊の防衛出動時の国会承
認も厳格にします。
一方、尖閣諸島などの離島での
武力攻撃に至らない「グレー
ゾーン事態」について、政府法
制の不備を正すため、「領域警
備法」をしっかり整備します。

合　憲 違　憲
イント解説ポ

『 足 は 地 元 に 、心 は 国 に 、眼 は 世 界 に 。』

各地の夏祭りでご挨拶 石門会の皆さまと神輿担ぎ 十日戎でお神酒振る舞い 運動会で子供たちに声援

お正月の餅つき大会地元の大先輩と盆おどり水泳部の後輩たちと支援者のお宅でミニ集会

埼玉 久留米
平成26年3月
住宅・農地に流出

広島 東広島
平成21年7月
住民１人死亡

（産業廃棄物処理事業振興財団調べ）

滋賀 大津
平成25年6月
道路・河川に流出

埼玉 皆野町
平成25年5月
住宅２棟全壊

群馬 高崎
平成26年7月
崩落のおそれ高まり
応急安全対策実施

建設残土の崩落事故

大阪 豊能町
平成26年2月
道路・農地に流出

が
発
生
す
る
等
国
の
法
律
に
不

備
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
要
望
し
て
き
た
関
係
省
庁

連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
、
本
年

六
月
に
初
会
合
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
事
な
の
は
実
行
で

す
。
昨
年
の
臨
時
国
会
に
提
出

し
た
「
建
設
残
土
安
全
確
保
法

特定土砂等の管理、土地の掘削等の規制等に関する法律案概要

◎不適切に積み上げられた土砂等が崩壊する事故が度々発生
◎リニア建設等の大規模工事が予定されるが、発生する土砂等の使途が不透明

◎土砂の掘削等に関し、政令で技術的基準を規定
◎違反者に対し、都道府県知事の是正命令

◎都道府県・・土砂等の置場の確保（努力義務）
◎国・・・・・都道府県に対する財政上の援助（努力義務）

土砂等による災害の防止に関する法律の罰金・過料の額について検討

施行期日：公布の日から６月以内

※大規模工事 発生する土砂等の見込量が５００万㎥を超える工事

①発注者・・・・・・・・土砂等の引渡しに際し、管理票を交付
②運搬者等・・・・・・・土砂等の引渡しに際し、管理票を交付
　　　　　　　　　　　　その写しを発注者に送付
③埋立て等を行った者・・発注者に最終管理票を送付

① ② ②́

②́

 

大規模工事の
発注者  運　搬 一時置場 埋立て等

③ ② 

背 景

大規模工事に係る土砂等の管理

土地の掘削等に関する規制

土砂等の置場の確保

検 討

◆足立が立案した議員立法の概要

～ 地 元 の 皆 様 と 過 ご す 時 間 が す べ て の 基 礎 と な っ て い ま す ～

案
」
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
成

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
摂
地
域
は
、
津
波
の
恐
れ

も
な
く
活
火
山
も
な
い
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
が
、
近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
へ
の
対
応
等
住
民
の
安

全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。


